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 化概報告31 第2號 を机下 に途 ります 。既 に御承矢iiの逓 診～=の化概報
告 では他の農術誌に比べ て研究結果が可威 り遽か に印捌にな る計 か(3な
く,そ グ)内容が一般の邦文誌 よ りも藻 くCheniieal Abstractsに 二擢1載
され る ことが 多い等 の特長 があh3ミ す。又非常 に獲i綱的な研'究とが,二奄
く新 しい理論 には小 さい欠}籔 も少 くな く,そ れ らは内容審沓の 嚴窺 な…
般 の學術 誌では掲 職が著 し く逓 れ るのが現ラ伏であ 夢ますか ら,化 研報告
は 之等の論文の汐…IJ稜蓑な ～三には特!◎ 遙i常してい るのではないが と彰 えら
れます。
 術英=文報告111の 符琴虎と力馬賂號叉は その書膿等は各肇術誌 に よつ てまち
まちで あ りますが,一 …つの難誌ではすべて統 一・をとつナこ方が よい ～二と 竜
明白ですので1,化 研幸及皆 の挫格 に極 力副 うよろに統 一す べ く努 力 して影
めます。 この黙 を卿諒 承の .L,御 意見があれ ば係までfij1…一報 一ド盛います
よう希整致 し蜜す。
 綜 報は第3號 のは小 田教授 の原稿 を頂 い ています し,第4號 は後藤藪授,
第5號 は國近教授 に夫 々製匙筆 をむ願'い してあy,蜜 す。i3」1ilJj待下 さい,,
                           (鶴 的
         化 學 研 究 所 報 告 第31巻 第2號
  昭 和28年31J 25濤 rIu漏彗
  昭和28年3脚1-1獅 了 誹 餌 破
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